
 

 

 

 

 

 

要援護者見守りのための準備活動のイロイロ 
防災ボランティア・グループ（以下、防災 VG）が行っている「要援護者」の見守り活動（発災時の駆けつけ・支援活動）について、実施までの仕組を示し

ます。防災ＶＧ総勢 69名で 200名有余の要援護者の見守りを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ビタミン S」の効果って？ 
第一地区民生委員 生駒 多美子 

１月に、災害時の支援を希望される方、3月には、おひとり暮らしの方を訪問させていただきました。 

長く続くコロナ禍においても、足腰が弱らないようにと運動されるなど、体調管理に気を配っていらっ 

しゃる様子が窺えました。 

一方で、外出して人と出会う機会が減り、お話をなさることが少なくなった為でしょうか、胸に溜まっ 

たものを聞かせてくださる方が多かったように感じました。 

そこで、「ビタミン S」の登場です。「Ｓ」は「ソーシャル」、英語にもある言葉で、「人付き合いは人を元気 

にすることが多い」というのです。[Ｚ世代]（16～26歳）と呼ばれる若者は、人とのつながりを求めてス 

マホやネットを上手に使っているそうですが、”昭和な”世代はソーシャルディスタンスを守り、マスクをつ 

けて対面でのリアルなおしゃべりを心掛けて、日々の生活を楽しみたいものです。 

コロナとの共存生活は残念ながらまだ続きそうですし、ウクライナのニュースに心も沈みがちになります 

が、「ビタミンＳとＩ（愛）」で乗り切りましょう‼ 
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自治会・民生委員共同アンケート 

①全住民にアンケート 

を実施 

毎年 10月ごろに関ヶ谷自治会と民生委員によるアンケートを実施し、収集したアンケート集計、名簿作りを行う 

要援 

護者 

民生委員と防災ＶＧ地区リーダーによる訪問

活動 
②要援護者宅へ 

訪問活動 

３月末をめどに一軒一軒訪問し、要援護希望申請の確認、要援護内容の把握および自助力等の啓発 
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③訪問情報と共に 

担当者に情報開示 

「②」の活動で得られた情

報を整理する 

地区リーダーが要援護者

を防災ＶＧ担当者に割り

振る（担当者を決める） 

防災ＶＧに担当の要援護

者だけの情報を開示する

（防災ＶＧ１人に約３名担当） 

防災ＶＧ目ンバーへの情報の開示は、整理した名簿から担当する要援護者だけに限定 

④防災ＶＧ担当者に 

よる訪問活動 

開示された情報に基づい

て防災ＶＧ担当者が要援

護者宅へ訪問する 

訪問した情報を整理し地

区リーダーへフィードバック

する 

４月末をめどに担当の防災 VG メンバーが要援護者宅に挨拶と顔見世訪問を行う 

⑤要援護者の状況変 

化を把握し情報のメ 

ンテナンスを行う 

日々変化する要援護者の状況を民生委員と共有すると同時に適時適切に対応する 

担当者は近所等からの情

報を得て名簿のメンテナン

スを行う 

変化の情報を民生委員に

フィードバックする（この逆

もある） 

新たに要援護希望者を名

簿に追加し関係者に連絡

する 

地区リーダーは訪問結果

を防災ＶＧ代表と民生委

員へ報告する 

民生委員の日常・・ 



 気になる 防災対策に関する実態調査の結果 
 

伊藤忠商事が 2022年 3月 7日、「在宅避難と停電」をテーマとした防災対策に関する実態調査の結果を発表しました。本記事は、「スマートジ

ャパン」の HPに掲載された記事を転載しています。 

それによると約８割の回答者が何かしらの防災対策をしているものの、自然災害時および長期・大規模停電時の行動シミュレーションについて

は、「今までしたことがない」が全体の約 65％を占めたそうです。 

  この調査ではまず２万人を対象とした事前調査で、災害時における避難所の利用に関するヒヤリングを実施。 

その結果、74.4％が「避難所へ行くのに躊躇する」と回答。その理由としては「プライバシーや衛生面」「高齢者、 

幼児、ペットとの同居」が理由に挙がっています。 

  次に、「躊躇する」とした回答者のうち 1000人を対象に、住宅の防災対策に関する意識調査を行ました。 

防災対策の実施状況を聞いた項目では、全体の 77.9％が何かしらの対策を講じているという結果となりました。 

✓そのトップは下記グラフの通り「食料、水、日用品など消耗品の準備」（55.5％）で、 

✓次に「カセットコロン、ポータブル電源、非常用トイレなどライフライン停止用品の準備」（36.2％）、 

✓「防災セットの購入、準備」（34.2％）と続いた。なお、「防災対策は全くしていない」という回答は 22.1％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然災害時と長期・大規模停電時の行動シミュレーションの実施状況を聞く項目では、「今までしたことがない」という回答が全体の約 65％に

上りました。また、半数以上が「防災対策は長期・大規模停電（最低２日間）を想定していない」と回答しています。 

長期・大規模停電時に使いたい設備や家電機器などを聞いた項目では、「トイレ」「スマホ／携帯の充電」「エアコン」「冷凍冷蔵庫」が上位となりま

した。一方、こうした設備の機能を全て使うための備えについては、「全く足りない」が 53.7％、「少し足りない」が 27.4％の合計 81.1％を占め

た。停電時への備えが足りていない理由については、「具体的な対策が分からない」「具体的に長期・大規模停電をイメージ出来ない」という回答が

１位と２位になっている。 
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 使っていますか？ 
  

2018年 12月に「我が家の安 

心の備えメモ（図１」と防災グッ 

ズの備え・賞味期限を点検しよう 

（図２）を自治会より各戸に配布 

しました。“イザ”に備えて記入、点 

検用に活用ください。 

図１は、冷蔵庫の扉に張り付けや下 

駄箱入れておくなどして“イザ”の 

時に救急隊員等に渡すなど備えて 

おいてください。 
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コンロ、ポータブル電源、非常用トイレ等ライフライン停止用品の準備

消火器や火災警報器の設置

その他

防災対策は全くしていない

あなたがしている防災対策は？

十分足りる,

2.1

ある程度足

りる, 16.8

少し足りない, 

27.4

全く足りない, 

53.7

停電のための備えは足りるか？

図１：「我が家の安心の備えメモ」 図２：「防災グッズの備え・賞味期限を点検しよう」 


